
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】スプリンクラヘッドを立ち下げ配管から外す際

に、前記管内の水が極力流れ出ないようにする。

【解決手段】給水管から分岐され、スプリンクラヘッド

３の配置位置へ、該ヘッド３の接続部が立ち下げられる

立ち下げ配管であって；前記接続部にねじ込まれる前記

ヘッドのノズル部２７上端に当接して押し上げられる略

円筒状の当たり部１５と、該当たり部１５に連動し、前

記配管に形成された弁座部１９ｄを開閉する弁体１１と

、前記当たり部１５が前記弁体１１を押し上げる際に前

記弁体１１の下方に流路として、前記当たり部１５の上

側に開口された通水口１５ａと、からなる開閉機構Ｓを

備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 給 水 管 か ら 分 岐 さ れ 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド の 配 置 位 置 へ 、 該 ヘ ッ ド の 接 続 部 が 立 ち 下 げ
ら れ る 立 ち 下 げ 配 管 で あ っ て ；
　 前 記 接 続 部 に ね じ 込 ま れ る 前 記 ヘ ッ ド の ノ ズ ル 部 上 端 に 当 接 し て 押 し 上 げ ら れ る 略 円 筒
状 の 当 た り 部 と 、
　 該 当 た り 部 に 連 動 し 、 前 記 配 管 に 形 成 さ れ た 弁 座 部 を 開 閉 す る 弁 体 と 、
　 前 記 当 た り 部 が 前 記 弁 体 を 押 し 上 げ る 際 に 前 記 弁 体 の 下 方 に 流 路 と し て 、 前 記 当 た り 部
の 上 側 に 開 口 さ れ た 通 水 口 と 、
　 か ら な る 開 閉 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド の 立 ち 下 げ 配 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 当 た り 部 の 外 径 は 、 前 記 当 た り 部 の 外 周 面 が 接 す る 配 管 の 内 径 と ほ ぼ 同 一 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド の 立 ち 下 げ 配 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弁 体 は 、 そ の 中 心 部 に 立 設 さ れ た ロ ッ ド を 有 し 、 該 ロ ッ ド が 摺 動 自 在 に 該 ロ ッ ド を
支 持 す る 支 持 部 材 を 前 記 立 ち 下 げ 配 管 内 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス プ リ
ン ク ラ ヘ ッ ド の 立 ち 下 げ 配 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 立 ち 下 げ 配 管 に 取 り 付 け ら れ て い る ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 外 し て 保 守 点 検
等 を 行 う 際 に 、 該 配 管 内 の 水 が 極 力 外 部 に 排 出 さ れ な い よ う に し た 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド
の 立 ち 下 げ 配 管 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 湿 式 ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 の ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド は 、 制 御 弁 の 二 次 側 に 配 設 さ れ て い る
給 水 管 に 、 立 ち 下 げ 配 管 を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 こ の ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド は 、 定 期 的 に
保 守 点 検 を 行 な わ な け れ ば な ら な い が 、 こ の 保 守 点 検 の 際 に は 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 立
ち 下 げ 配 管 か ら 外 さ な け れ ば な ら な い こ と が あ る 。 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 取 り 外 す 場 合 は
、 腐 食 等 に よ る 交 換 、 或 い は 、 間 仕 切 り 変 更 等 に よ る 移 設 、 増 設 の 場 合 が 殆 ど で あ る が 、
こ の よ う に 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 取 り 外 し て 保 守 点 検 作 業 を 行 う 際 に は 、 排 水 弁 を 開 け
て 前 記 給 水 管 内 の 水 を 抜 き 出 し た 後 に 、 該 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 立 ち 下 げ 配 管 か ら 外 し て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ５ － ４ ８ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 例 で は 、 水 平 方 向 を 向 い て い る 給 水 管 内 の 水 は 、 容 易 に 排 水 す る こ と が で き る が 、
垂 直 方 向 を 向 い て い る 立 ち 下 げ 配 管 内 の 水 は 排 水 さ れ な い の で 、 残 留 し て し ま う 。 そ の た
め 、 前 記 配 管 か ら ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 外 す と 、 多 量 の 水 が 床 面 に 向 か っ て 放 出 さ れ 、 周
囲 が 水 浸 し と な っ て 水 損 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 立 ち 下 げ 配 管 か ら 外 す 際 に 、 前 記
管 内 の 水 が 極 力 流 れ 出 な い よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 給 水 管 か ら 分 岐 さ れ 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド の 配 置 位 置 へ 、 該 ヘ ッ ド の 接 続
部 が 立 ち 下 げ ら れ る 立 ち 下 げ 配 管 で あ っ て ； 前 記 接 続 部 に ね じ 込 ま れ る 前 記 ヘ ッ ド の ノ ズ
ル 部 上 端 に 当 接 し て 押 し 上 げ ら れ る 略 円 筒 状 の 当 た り 部 と 、 該 当 た り 部 に 連 動 し 、 前 記 配
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管 に 形 成 さ れ た 弁 座 部 を 開 閉 す る 弁 体 と 、 前 記 当 た り 部 が 前 記 弁 体 を 押 し 上 げ る 際 に 前 記
弁 体 の 下 方 に 流 路 と し て 、 前 記 当 た り 部 の 上 側 に 開 口 さ れ た 通 水 口 と 、 か ら な る 開 閉 機 構
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 前 記 当 た り 部 の 外 径 は 、 前 記 当 た り 部 の 外 周 面 が 接 す る 配 管 の 内 径 と ほ ぼ 同
一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 発 明 の 前 記 弁 体 は 、 そ の 中 心 部 に 立 設 さ れ た ロ ッ ド を 有
し 、 該 ロ ッ ド が 摺 動 自 在 に 該 ロ ッ ド を 支 持 す る 支 持 部 材 を 前 記 立 ち 下 げ 配 管 内 に 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 以 上 の よ う な 開 閉 機 構 を 備 え て い る の で 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド を 立 ち 下 げ
配 管 か ら 外 す と 、 弁 体 が 降 下 し て 弁 座 部 に 着 座 し 閉 弁 状 態 と な る 。 そ の た め 、 該 配 管 内 の
水 は 極 わ ず か し か 器 外 に 放 出 さ れ な い の で 、 水 損 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 件 発 明 は 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド の 取 り 外 し の 際 、 立 ち 下 げ 配 管 内 の 水 が 極 力 器 外 に 排
出 さ れ な い よ う に す る た め に 、 開 閉 機 構 を 設 け た も の で あ る 。 こ の 開 閉 機 構 は 、 接 続 部 に
ね じ 込 ま れ る 前 記 ヘ ッ ド の ノ ズ ル 部 上 端 に 当 接 し て 押 し 上 げ ら れ る 略 円 筒 状 の 当 た り 部 と
、 該 当 た り 部 に 連 動 し 、 前 記 配 管 に 形 成 さ れ た 弁 座 部 を 開 閉 す る 弁 体 と 、 前 記 当 た り 部 が
前 記 弁 体 を 押 し 上 げ る 際 に 前 記 弁 体 の 下 方 に 流 路 と し て 、 前 記 当 た り 部 の 上 側 に 開 口 さ れ
た 通 水 口 と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 例 を 図 １ に よ り 説 明 す る 。
　 図 示 し な い 湿 式 ス プ リ ン ク ラ 消 火 設 備 に は 、 制 御 弁 と 、 該 制 御 弁 の 二 次 側 に 配 設 さ れ た
給 水 管 と 、 前 記 給 水 管 の 末 端 部 に 設 け ら れ た 排 水 弁 と 、 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 給 水 管 に は 、 立 ち 下 げ 配 管 １ が 分 岐 し て 設 け ら れ て い る が 、 該 配 管 １ は 、 所 定 間 隔
を お い て 複 数 設 け ら れ て い る 。 こ の 配 管 １ は 、 フ レ キ シ ブ ル 管 で あ り 、 そ の 先 端 部 に は 開
閉 機 構 Ｓ が 設 け ら れ て い る 。 開 閉 機 構 Ｓ は 前 記 フ レ キ シ ブ ル 管 １ と 一 体 に 形 成 さ れ 、 ユ ニ
ッ ト 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 開 閉 機 構 Ｓ は 、 上 ソ ケ ッ ト 部 ７ と 下 ソ ケ ッ ト 部 ９ と か ら な る ソ ケ ッ ト を 備 え て い る
。 こ の 上 ソ ケ ッ ト 部 ７ は 、 直 筒 部 ７ ａ と 、 該 直 筒 部 ７ ａ に 連 続 す る 円 錐 台 状 部 ７ ｂ と 、 該
円 錐 台 状 部 ７ ｂ に 連 続 す る 連 結 筒 部 ７ ｃ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 前 記 直 筒 部 ７ ａ の 内 面 に
は 、 雌 ね じ 部 ７ ｍ が 形 成 さ れ 、 又 、 前 記 連 結 筒 部 ７ ｃ の 内 面 に も 雌 ね じ 部 ７ ｎ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 下 ソ ケ ッ ト 部 ９ は 、 前 記 上 連 結 筒 部 ７ ｃ に 螺 合 す る 下 連 結 筒 部 ９ ｃ と 、 該 下 連 結 筒 部 ９
ｃ に 連 続 す る 逆 円 錐 台 状 部 ９ ｂ と 、 該 逆 円 錐 台 状 部 ９ ｂ に 連 続 す る 接 続 筒 部 （ 接 続 部 ） ９
ａ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 前 記 逆 円 錐 台 状 部 ９ ｂ に は 、 弁 座 部 ９ ｄ が 形 成 さ れ て い る が
、 こ の 弁 座 部 ９ ｄ は 、 接 続 筒 部 ９ ａ 近 傍 の テ ー パ ー 面 に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 下 連 結 筒 部
９ ｃ の 内 周 面 に は 、 前 記 雌 ね じ 部 ７ ｎ と 螺 合 す る 雄 ね じ 部 ９ ｎ が 設 け ら れ 、 接 続 筒 部 ９ ａ
の 下 端 部 内 周 面 に は 、 雌 ね じ 部 ９ ｍ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 様 に 逆 円 錐 台 状 部 ９ ｂ の テ ー
パ ー 面 を 利 用 し て 弁 機 構 を 簡 便 に す る と 共 に 、 上 ソ ケ ッ ト 部 ７ 及 び 下 ソ ケ ッ ト 部 ９ を 膨 ら
ま せ る こ と で 、 開 閉 機 構 Ｓ に よ る 圧 損 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ １ は 、 逆 円 錐 台 状 に 形 成 さ れ た 弁 体 で あ り 、 上 面 中 央 部 に は ロ ッ ド １ ３ が 立 設 さ れ 、
そ の 下 端 面 に は 、 略 円 筒 状 の 当 た り 部 １ ５ が 立 設 さ れ て い る 。 こ の 当 た り 部 １ ５ の 外 径 は
、 前 記 当 た り 部 １ ５ の 外 周 面 が 接 す る 接 続 筒 部 ９ ａ の 内 径 と 略 同 一 に 形 成 さ れ て い る 。 前
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記 当 た り 部 １ ５ の 上 端 部 側 に は 、 複 数 の 通 水 口 １ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る が 、 こ の 流 水 口 １
５ ａ は 、 開 弁 時 に 前 記 逆 円 錐 台 状 部 ９ ｂ 内 の 水 が 流 下 す る 際 の 流 路 と な る 。 前 記 弁 体 １ １
の 傾 斜 面 に は 、 シ ー ル 部 材 、 例 え ば 、 ゴ ム パ ッ キ ン １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ ９ は 、 複 数 の 流 通 口 １ ９ ａ を 有 す る 円 板 状 の ロ ッ ド 支 持 部 材 で あ り 、 そ の 中 央 部 に は
、 前 記 ロ ッ ド １ ３ が 貫 通 す る 貫 通 穴 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 ロ ッ ド 支 持 部 材 １ ９ と 前
記 弁 体 １ １ と の 間 に は 、 弁 体 １ １ を 閉 弁 方 向 に 付 勢 す る コ イ ル ば ね ２ ３ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ３ の ノ ズ ル 部 ２ ７ の 外 周 面 に は 、 前 記 雌 ね じ 部 ９ ｍ に 螺 合 す る 雄 ね
じ 部 ２ ７ ｎ が 設 け ら れ 、 該 ノ ズ ル 部 ２ ７ の 上 端 面 に は 、 前 記 当 た り 部 １ ５ の 下 端 面 を 押 圧
す る 押 圧 部 が 設 け ら れ て い る 。 該 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ３ に は 、 前 記 ノ ズ ル 部 ２ ７ の 放 水 口
を 閉 鎖 す る 弁 部 材 ２ ８ が 設 け ら れ 、 該 弁 部 材 ２ ８ は 詳 細 に 示 さ な い 感 熱 分 解 機 構 ２ ９ に よ
り 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。
　 火 災 監 視 時 ：
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ３ に よ り 当 た り 部 １ ５ が 押 し 上 げ ら れ 、 弁 体 １
１ は 弁 座 部 ９ ｄ か ら 離 れ 、 流 水 口 １ ５ ａ が 開 い て い る の で 、 開 弁 状 態 と な っ て い る 。 こ の
状 態 で は 、 給 水 管 か ら 供 給 さ れ た 水 ｗ は 、 フ レ キ シ ブ ル 管 １ に 入 り 、 ロ ッ ド 支 持 部 材 １ ９
の 流 通 口 １ ９ ａ 、 前 記 当 た り 部 １ ５ の 通 水 口 １ ５ ａ を 通 り 、 ノ ズ ル 部 ２ ７ に 流 入 す る が 、
前 記 放 水 口 が 弁 部 材 ２ ８ に よ り 閉 鎖 さ れ て い る の で 、 放 水 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 保 守 点 検 時 ：
　 排 水 弁 を 開 い て 給 水 管 内 の 水 を 排 出 さ せ た 後 、 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ３ を 所 定 方 向 に 回 転
さ せ る と 、 該 ヘ ッ ド ３ は 接 続 筒 部 (接 続 部 )９ ａ か ら 外 れ る 。 そ う す る と 、 図 ２ に 示 す よ う
に 、 弁 体 １ １ は 、 コ イ ル ば ね ２ ３ の 復 元 力 と 該 配 管 １ 内 の 水 圧 を 受 け 、 当 た り 部 １ ５ に 案
内 さ れ な が ら 下 方 に 移 動 し 、 弁 座 部 ９ ｄ に 着 座 す る 。 こ の と き 、 当 た り 部 １ ５ の 外 径 は 、
接 続 筒 部 ９ ａ の 内 径 と 略 同 一 に 形 成 さ れ て い る の で 、 弁 体 １ １ は 、 円 滑 に 下 降 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 又 、 該 弁 体 １ １ と 弁 座 部 １ ９ ｄ と の 間 に は 、 ゴ ム パ ッ キ ン １ ７ が 介 在 し て い る の で 、 完
全 に シ ー ル さ れ る 。 そ の た め 、 水 ｗ の 流 路 は 完 全 に 閉 鎖 さ れ る 。 前 記 ヘ ッ ド ３ の 取 り 外 し
の 際 に お け る 排 水 は 、 少 量 で あ り 、 例 え ば 、 当 た り 部 １ ５ 内 の 水 量 プ ラ ス α （ 極 わ ず か の
水 量 ） 、 で あ る 。 こ の よ う に 取 り 外 さ れ た ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ３ は 、 目 視 等 に よ る 腐 食 や
加 重 試 験 を 行 っ て 、 良 否 を 判 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド ３ の 保 守 点 検 作 業 終 了 後 、 該 ヘ ッ ド に 異 常 が あ れ ば 新 し い ス プ リ ン
ク ラ ヘ ッ ド に 交 換 し 、 異 常 が な け れ ば 該 ヘ ッ ド ３ の ノ ズ ル 部 ２ ７ （ 接 続 部 ） を 接 続 筒 部 ９
ａ に ね じ 込 ん で 当 た り 部 １ ５ を 押 し 上 げ る と 、 弁 体 １ １ は ロ ッ ド １ ３ に 案 内 さ れ な が ら 円
滑 に 上 昇 す る 。 そ う す る と 、 図 １ に 示 す 様 に 、 弁 体 １ １ は 弁 座 部 ９ ｄ か ら 離 れ る と と も に
、 通 水 口 １ ５ ａ が 開 く の で 、 開 弁 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 こ の 開 閉 機 構 Ｓ に よ る 水 損 防 止 の 効 果 は 、 保 守 点 検 時 の み で な く 、 ス プ リ ン ク ラ
ヘ ッ ド ３ の 移 設 な ど で 着 脱 す る 全 て の 場 合 に 得 ら れ る 。 又 、 施 工 時 に 、 ヘ ッ ド の 付 け 忘 れ
に よ る 水 張 り 時 の 水 損 事 故 防 止 と な る 。 さ ら に 、 改 修 工 事 に お い て 、 水 抜 き 水 張 り を 大 掛
か り に 行 う 必 要 が な く 、 作 業 が 容 易 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す 一 部 縦 断 面 の 正 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 １ と 異 な る 状 態 （ 閉 弁 状 態 ） を 示 す 一 部 縦 断 面 の 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 １ 　 　 立 ち 下 げ 配 管
　 　 ３ 　 　 ス プ リ ン ク ラ ヘ ッ ド
　 　 ７ 　 　 上 ソ ケ ッ ト 部
　 　 ９ 　 　 下 ソ ケ ッ ト 部
　 　 ９ ａ 　 接 続 筒 部
　 　 ９ ｄ 　 弁 座 部
　 　 １ １ 　 弁 体
　 　 １ ３ 　 ロ ッ ド
　 　 １ ５ 　 当 た り 部
　 　 １ ９ 　 ロ ッ ド 支 持 部 材
　 　 ２ ７ 　 ノ ズ ル 部
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